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番号 人工飼育個体群名 開始年 創始者 保有数
1 北京動物園個体群 1981 野生トキ 33
2 陳西省洋県個体群 1990 野生トキ 153
3 陳西省楼観台個体群 2002 洋県人工個体群 244
4 佐渡個体群 1999 洋県人工個体群 117
5 河南省董暴自然保護区 2007 北京動物園人工個体群 35
6 漸江省徳清県 2008 楼観台人工個体群 35
7 陳西省寧陳県 2007 洋県と楼観台人工個体群 30



























































































































































































































































年度 営巣総数 繁殖成功巣数 失敗巣数 成功率％ 巣立ち数 平均巣立ち数
2005 95 64 31 67．4 126 197
2006 95 63 32 66．3 106 ！．68
2007 112 81 21 794 151 L86
2008 127 ！14 13 89．8 209 1．83

































































































































































































































期間 場所 メス オス 結果
第1回 1985～1989年佐渡島 日本キン 北京動物園（華華） キンは20才になり産卵せず

















1996 1 1 0 0 0
1997 1 1 0 O O
1998 1 1 0 Q 0
1999 4 1 3 0 0
2000 7 ? 6 0 0
2001 ！8 1 17 0 0
2002 25 1 24 0 0
2003 39 0 39 0 0
2004 58 0 58 0 0
2005 80 0 80 0 0
2006 97 0 97 0 0
2007 95 O 91 4 0
2008 122 0 108 4 10
























































































































































































































































































































































































































1 日本 中国 韓国 国・兵庫県・豊岡市
?
天然記念物指定 1934 1921








































人工贈化成功 ！999 1989北京動物園 2009 ！989ハバロフスクの
@　ヒナ
馴化・復帰センター 2007野生復帰ステーション、
@　7月より馴化訓練
2004洋県、華陽鎮：簡易ケ
@　ージ
Q006寧険県塞溝i村野生復帰
@　センター
放鳥 2008　（10羽）、　09　（20零コ）2004～2005洋県　（23羽）
Q007～2009魚町県（36羽）
2006～毎年
w 放鳥後の自然繁殖 2005洋県営陽鎮
Q008寧陳県
2007（人工乳塔）
注1：蘇・河合（2004）64－65頁参照。
出所：筆者作成。
90 蘇雲山・河合明宣
が増加に転じ安定化すれば目標（プロセスIV）が達成
される。
　しかし、こうした飼育・繁殖技術の成果は、再導入
の場合は、生息地修復の度合い、放鳥後の鳥の安全管
理・動向調査（mORitoring）、トキと同じ土地を利用
する地域住民の参加の度合に関わる。
　トキと生息地の修復、保全に関わる、野生復帰事業
主体や農業者、任意団体やボランティア等の連携協力
関係の比較検討は、今後の課題となった。
　　　　　　　　　　　謝　　辞
　第1［［節、第皿節3－2は、蘇が分担した。平成19年
度地球環境研究総合推進部、代表研究者・島谷幸宏
「トキの野生復帰のための持続可能な自然再生計画の
立案とその社会的手続き一サブテーマ6［中国におけ
るトキの情報収集］」研究成果の一部である。
　現地調査の際、陳西省野生動植物協会、漢中自然保
護区管理局、寧陳書林業局、北京動物園から多大なる
ご協力を頂き厚く御礼を申し上げる。
　本稿は、平成15～18年度科研費（基盤研究（c）（2）
代表・河合「農業の生物多様性保全機能を活用した山
村経済振興策に関する日中比較研究」及び2009年度放
送大学学長裁量経費、代表・河合「トキ再導入に関す
る日中韓の比較研究一トキと生息地の保護を軸にした
放送大学との交流の推進一」による研究成果の一部で
ある。
注
1）水田修復の目標の一つは、冬季の餌場確保のための水
　　田の冬季湛水化である。これは自然修復の過程で、ト
　　キ生息地としての湿地という意味でビオトープとも呼
　　ばれる。稲刈り前に日干しする際、畦畔に沿って幅
　4，50センチ、深さ30センチほどの溝に水を残す。水生
　動物の待避所である。これもビオトープ（江：ふか
　　み）と呼ばれる。
2）本来の生息域内における保全施策だけでは、種を存続
　　させることが難しいと思われる一一部の種については、
　動物園・植物園などの自然の生息地の外において人工
　飼育・増殖を行い、本来の生息地を再生したうえで野
　生復帰を図る『生息域外保全』の取組を進めている
　　（環境省編『第3次生物多様性国家戦略』ビオシテイ、
　2008年：187）Q
3）生態系や生物資源の管理・保全計画を策定するため、
　　その生息分布域をGISにより解析し、実際の生息分布
　域と保護区域との隔たり：ギャップを明らかにすると
　　いう手法。アメリカで提唱された。
4）池田・菊地（2002）、加藤（2002）、菊地（2006）本田
　　（2008）等。佐渡のトキに比べて、野生復帰が先行し
　　ているコウノトリの場合、参与観察も含め生息地修復
　　に関わる地域社会の動向に関する、例えば本田（2008）
　　等の研究が現れている点は、注自される。この点に関
　　して、カワウソの事例であるが、安藤（2008）は参照
　　されるべきである。なお『県立コウノトリの郷公園
　　開園IO周年記念誌』（2009年）では、「コウノトリの郷
　　公園の研究活動の成果」の章がある。2009年10月3！日
　　に放鳥と式典が同Hに行われた。
5）！ヘクタール・・約15畝。
6）33。34．188N、107。30．895E、標高1，150m。
7）幾つかの個体は発信器で追跡されている。また、佐渡
　　トキファンクラブ等のボランティアグループが、住民
　　が発信したインターネット情報等を集約している。
8）今までに申国は繁殖用トキ3羽をR本に提供したほ
　　か、中国の指導者たちが訪日した際に5羽のトキを贈
　　呈している。双方の協力で日本のトキの数はある程度
　　まで増え、今までに2回ほど野生復帰の活動が実施さ
　　れた（『東北サイトH本語』http：／／japanese．dbw．cn，
　　2010．02．02アクセス）。
9）『中央月報joins．com』2009．7．21
　　http：／／japanese．joins．com，2010．Ol．30アクセス。
lO）圏産種最後のトキは、ケージ内人工飼育では世界最長
　　35年7カ月の問佐渡トキ保護センターで生き、中国か
　　ら贈与されたペアを迎えた。これが佐渡人工個体群の
　　創設ペァとなった（近辻宏帰「トキよ自然へ羽ばた
　　け」『日本経済新聞』2003年11月11日）。
11）佐渡トキ保護センター「トキ野生順化施設　野生復帰
　　ステーション概要」環境省／佐渡自然保護宮事務所・
　　新潟県／佐渡トキ保護センター。
12）村本義雄氏は、羽昨市に生まれ、1946年復員後、トキ
　　の保護対策とそのための生態観察を続けた。村本
　　（1972）の観察は、極めて具体的で、絶滅した能登の
　　トキに関する優れた観察記録である。石損野鳥の会編
　　（1971）は、石川県におけるトキ保護活動と最後の1
　　羽能里を人工繁殖のため捕獲して佐渡に移送するまで
　　の記録である。地域住民のトキ保護の姿勢が読み取れ
　　る。
13）2010年3月7H、群馬県川場村主催「トキの生息環境
　　と農業に関するシンポジウム」では、「トキの生息環
　　境づくりj（翠雲山）と「環境にやさしい地域農業と
　　スローフード」（田中修）が基調講演である。
14）2007年4月9日出に佐渡赤玉の仲川茂雄氏宅で約1時
　　間お話を伺った。トキが黒滝山営巣地を放棄して立間
　　等両津へ移動した後、故高野高治が赤玉や立間に来て
　　集会を開いた。トキ保護への協力を求めるためであっ
　　た。トキ監視委員のような形で地元にトキの監視や情
　　報提供者を見つけ、謝礼を新穂トキ愛護会が支払って
　　いた。
15）除草剤を使わない抑草技術では、水田の水温が主要雑
　　草であるコナギの発芽水温19℃を超えた時期に苗の移
　　植をすることがポイントとなる。豊岡では水温が19℃
　　を上回るのは5月申旬以降になるので、移植期を5月
　　20日前後に遅らせることが朝草技術の安定にとって不
　　可欠な技術となる。これにともない育苗期闘が35日間
　　となる。また苗の生育を停滞させず健苗を得るには播
　　種量を60g以下にしなければならない。ヒエの防除の
　　点でも草丈が15cm以上の学理は初期浸水管理に耐え
　　うる苗である。病害発生の少ない低温育苗で15cmの
　　健苗を35日間の育苗期間で確保するには、播種量を
　　60g以下に肖ll減し4～5葉まで育苗することが必須の
　　条件となる（豊岡市：4－5）。水管理は、こうした抑
　　草技術と生息地管理と組み合わせで、深水管理、中干
　　し延期、早期湛水が重視される。
16）中国のトキ保護政策も重要である。2007年1月14日に
　　フィリピンで開催された日中首脳会談で、中国の温家
　　宝壁貫から安倍首相に「新たなトキ数羽の贈呈が表明
　　される見通しとなった」と報道された。総理との会談
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の中で、トキ保護について両国の協力関係を一層具体
化することが合意された。これを受けて中圏から日本
にトキ個体の贈呈が約束された（『読売新聞』2007年
1月11田）。
　2009年12月！1日、中国国家林業局は、トキ、タンチ
ョウヅル、パンダ、ラン等の絶滅が危惧される野生動
植物が危機的状況を圖避したと報告した。「鳥類は大
自然の宝で、人類の友人でもあり、生物の多様性と地
球の生態バランスの維持という点で、非常に重要な役
割を果たしている。（略）野生動植物資源の持続可能
な発展の実現には、鳥類を含む各種野生動物と入類が
仲良く共存することが、必要で、社会の各分野がとも
に努力しなければならない。」（『中国通信』）2009．11．
07’一12．13．　http：／／www．china－news．co．jp．　2010．01．30
アクセス）。これらから、国際社会における申国の生
物多様性保全に対する貢献が伺われる。この点に関し
て、パンダを論じた家永（2009）の視点は興味深い。
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